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　新年あけましておめでとう御座いま
す。
　昨年より年金組合佐倉支部のホーム
ページを作りたいという意見がありま
した。　しかし会員の中にはまだ
「ホームページとはどんなものかわか
らない」という方もあってとにかく見
本をつくってみようということになり
ました。
　ホームページには何を入れようかと
いう話になり、何といっても会報であ
る「年金かわら版佐倉」は必要という
ことになりました。
　そこで紙に印刷された会報11月号を
スキャナーで取り込んでみました。　
しかし会報の大きさはB4版です。私が
持っているスキャナーはA4ですから入
りません。そこで1ページを半分ずつ
取り込んで編集で1ページに仕立てま
した。
　これを2ページ分作り、更に毎月の
予定を取り込んでこれを仮のPDFとし
てみました。
　出来映えはまあまあでしたがファイ
ルの大きさが7MBにもなってしまいま
した。ファイルの大きさは使うサー
バーにもよりますが2MB以下にしたい
ものです。
　PDFにする際にファイルを小さくす
ることは出来ますが今度は会報の字が
ボケてしまいました。　あれこれやり

くりしてみましたが5MBが限界でし
た。
　そこで会報の編集をやっている米沢
さんから会報をデジタルのまま送って
頂きこれをPDFにしてホームページに
取付けようとしました。
　私はMACを使っていますが、この会
報のファイルを開くことが出来ません
でした。
　そこでウインドウズを持っている許
さんと連絡をとって何とかPDF化を試
みたのですがどうにもなりません。
　この試みも「もはやこれまで」と考
えたのですが、最後の手段と友人に助
けを求めました。　そして幸いなこと
に会報のPDF化には成功しました。
　さて、このPDFを他に編集するPDF
に合流させなくてはいけません。未だ
やったことが無いので説明書を読みな
がら何とかこのようなものになりまし
た。
　このホームページはあくまでも試験
品です。未だ正式にホームページを作
るという決定もなされていません。
もしやるとすれば正式なドメインやレ
ンタルサーバーも必要になります。し
かし、サンプルが無いとホームページ
を作るかどうかの判断も出来ないので
判断をするためのサンプルとしてお許
しください。
　　　　　　　　大久保　忠　記



「
消
え
た
年
金
」

の
解
決
な
ど
公
約
し

て
登
場
し
た
民
主
党
・

野
田
首
相
は
、
「
社

会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
を
叫
び
、
来

春
の
通
常
国
会
で
国

民
に
負
担
増
を
強
い

る
法
案
成
立
に
向
け

て
「
不
退
転
の
決
意

で
臨
む
」
と
公
言
し

て
い
ま
す
。
内
容
の

一
部
は
別
項
の
通
り

で
す
、

こ
う
し
た
政
府
・

厚
労
省
の
方
針
に
対

し
中
央
本
部
は

11月
、

小
宮
山
厚
労
大
臣
と

社
会
保
障
審
議
会
年

金
部
会
の
全
委
員
宛
に
、
全
国

の
支
部
か
ら
各
委
員
一
人
当
た

り
２
０
０
通
の
要
請
文
送
付
に

取
り
く
み
、
佐
倉
支
部
か
ら
も

厚
労
大
臣
と
５
名
の
委
員
に
要

請
書
を
送
付
し
ま
し
た
。

私
た
ち
高
齢
者
・
年
金
生
活

者
に
と
っ
て
“
命
綱
”
で
あ
る

社
会
保
障
の
切
り
下
げ
は
黙
っ

て
見
過
ご
す
訳
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
情
勢
に
対
し
て
、

中
央
本
部
と
首
都
圏
本
部
は

12

月

15日
、
厚
労
省
に
対
し
緊
急

の
抗
議
と
個
人
請
願
行
動
を
取

り
組
み
ま
す
。
佐
倉
支
部
か
ら

も
積
極
的
に
参
加
し
ま
す
。

12月

13日
記
（
今
村

幸
夫
）

「
６
年
後
に

20万
人
の
年

金
者
組
合
で
要
求
実
現
」
を
展

望
し
、
「
秋
の
仲
間
づ
く
り
月

間
」
の
１
カ
月
を
終
え
ま
し
た
。

私
た
ち
佐
倉
支
部
で
は
、

11月

に
５
名
の
仲
間
を
お
迎
え
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

★
荒
井
さ
ん
は
、
「
映
画
を
観

る
会
」
の
サ
ー
ク
ル
活
動
に
参

加
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
料
や
ご

意
見
を
積
極
的
に
寄
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

★
富
永
さ
ん
は
、
友
人
か
ら
聞

い
た
習
志
野
支
部
の
散
策
の
会
、

「
土
気
・
ホ
キ
美
術
館
め
ぐ
り
」

ト
ケ

に
参
加
し
、
佐
倉
の
Ｈ
さ
ん
と

出
合
い
、
お
話
し
が
弾
み
加
入

し
て
頂
き
ま
し
た
。

★
新
井
さ
ん
と
伝
田
さ
ん
は
、

お
二
人
と
も
友
人
の
支
部
執
行

委
員
か
ら
紹
介
を
受
け
て
、
快

く
加
入
し
て
頂
き
ま
し
た
。

★
中
村
さ
ん
は
、
年
金
者
組
合

を
こ
よ
な
く
愛
し
た
故
中
村
猛

夫
さ
ん
の
奥
さ
ま
で
、
ご
主
人

の
遺
志
を
受
け
継
ぎ
、
「
元
気

で
夫
の
分
ま
で
長
生
き
し
よ
う
」

と
お
仲
間
に
加
わ
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

「
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い

広
げ
る
仲
間
づ
く
り
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
で
一
人
ぼ
っ
ち
な
く
そ
う
」

と
楽
し
い
文
化
・
サ
ー
ク
ル
活

動
や
、
学
習
活
動
も
ち
ょ
っ
と

取
り
入
れ
て
、
４
０
０
人
の
支

部
を
展
望
し
、
１
年
で

36人
、

月
々
平
均
３
人
の
仲
間
を
迎
え

る
テ
ン
ポ
で
、
新
年
も
ご
一
緒

に
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
田
中

康
子
）
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「
農
薬
と
放
射
能
」
、
私
が
子

供
の
頃
は
、
田
圃
に
も
小
川
に

も
、
ア
メ
リ
カ
や
財
界
に
汚
染

さ
れ
な
い
泥
鰌
が
沢
山
い
た
。

ド
ジ

ョ
ウ

い
つ
も
歌
う
「
ふ
る
さ
と
」
小

鮒
釣
り
し
か
の
川
、
忘
れ
が
た

き
故
郷
。
田
螺
も
い
っ
ぱ
い
い

タ
ニ

シ

た
。
私
は
田
螺
の
味
噌
煮
が
大

好
き
だ
っ
た
。
蛍
も
無
数
に
飛

ん
で
い
て
、
過
大
な
表
現
を
す

れ
ば
、
外
灯
の
必
要
が
な
い
く

ら
い
▼
そ
れ
が
あ
る
時
期
を
境

に
、
田
圃
に
は
農
薬
、
畔
や
草

の
繁
る
と
こ
ろ
に
は
除
草
剤
が

大
量
に
散
布
さ
れ
、
あ
っ
と
い

う
間
に
自
然
が
破
壊
さ
れ
消
失

し
た
。
最
近
に
な
っ
て
、
無
農

薬
、
減
農
薬
の
食
品
が
見
直
さ

れ
、
か
っ
て
の
自
然
が
徐
々
に

で
は
あ
る
が
回
復
の
兆
し
が
感

じ
ら
れ
る
▼
一
方
、
嵐
の
よ
う

な
「
原
発
災
害
」
は
未
だ
に
収

束
の
見
通
し
さ
え
立
た
ず
、
海

に
、
山
に
人
間
が
住
む
あ
ら
ゆ

る
所
に
、
放
射
能
を
撒
き
散
ら

し
蓄
積
さ
せ
て
い
る
。
こ
の

「
死
の
灰
」
は
、
１
０
０
年
、

２
０
０
年
の
期
間
を
経
な
い
と

消
え
な
い
と
云
う
▼
私
達
年
金

者
組
合
が
掲
げ
る
「
住
み
よ
い

街
づ
く
り
」
運
動
も
、
原
発
問

題
は
避
け
て
通
れ
な
い
。
重
荷

を
背
負
っ
て
、
ず
っ
と
先
に
あ

る
解
決
の
道
を
目
指
し
頑
張
る

し
か
あ
る
ま
い
。

（
川
崎

静
夫
）

新新 新新
しし しし

いい いい
仲仲 仲仲

間間 間間
のの のの

紹紹 紹紹
介介 介介

でで でで
すす すす

（
富
永
さ
ん
は
先
月
号
に
記
載
）

伝伝 伝伝
田田 田田

千千 千千
鶴鶴 鶴鶴
ささ ささ
んん んん
（（ （（
大大 大大
崎崎 崎崎
台台 台台
）） ））

新新 新新
井井 井井

多多 多多
美美 美美
ささ ささ
んん んん
（（ （（
石石 石石
川川 川川
）） ））

デ
ン

ダ

中中 中中
村村 村村

宣宣 宣宣
子子 子子
ささ ささ
んん んん
（（ （（
中中 中中
志志 志志
津津 津津
）） ））

荒荒 荒荒
井井 井井

武武 武武
志志 志志
ささ ささ
んん んん
（（ （（
上上 上上
志志 志志
津津 津津
）） ））

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

① 消費税率を倍にし基礎年金の恒久財源などに

② 来年度から数年かけて年金額を２,５％削る

③ その後 毎年年金額を０,９％カットする

④ 一定額以上の年金者の支給額を引き下げる

⑤ 70～74才の医療費窓口負担を１割→２割に

⑥ 受診する度に毎回窓口で100円を上乗せ徴収

11111111月月 月月
５５ ５５

人人 人人
のの のの

仲仲 仲仲
間間 間間

をを をを
おお おお

迎迎 迎迎
ええ ええ

しし しし
まま まま

しし しし
たた たた

12月
４
日
（
日
）
午
後
１
時

半
、
佐
倉
市
織
戸
公
園
（
Ｊ
Ｒ

佐
倉
南
口
）
で
、
「
原
発
ゼ
ロ
・

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
・
１
％
の
富

裕
者
の
た
め
で
な
く

99％
の
人
々

の
た
め
の
社
会
を
」
求
め
て
、

印
旛
地
域
か
ら
２
０
０
人
近
い

市
民
が
集
ま
り
、
決
意
を
固
め

合
い
、
Ｊ
Ｒ
佐
倉
北
口
ま
で
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
も
高
ら
か
に
元

気
に
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
は
、
千
葉
労
連

の
呼
び
か
け
に
応
え
、
印
旛
労

連
の
主
導
で

20数
団
体
・
個
人

に
申
し
入
れ
実
行

委
員
会
を
つ
く
っ

て
開
催
し
た
県
内

で
も
新
し
い
取
り

組
み
で
し
た
。

私
た
ち
佐
倉
支
部
の

40人
余
、

印
旛
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で

60人
ほ

ど
の
仲
間
が
元
気
に
参
加
し
、

オ
―
プ
ニ
ン
グ
の
コ
ン
ト
に
は

沼
口
治
幸
副
支
部
長
が
大
奮
闘

し
、
伊
藤
繁
子
書
紀
長
が
力
強

く
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

原
発
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
は
、
今

後
生
活
の
中
に
様
々
な
影
響
が

予
測
さ
れ
、
格
差
と
貧
困
を
な

く
す
運
動
と
結
ん
で
、
い
っ
そ

う
大
き
な
運
動
を
広
げ
る
た
め

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

原原 原原
発発 発発

ゼゼ ゼゼ
ロロ ロロ

・・ ・・
ＴＴ ＴＴ

ＰＰ ＰＰ
ＰＰ ＰＰ

反反 反反
対対 対対

シシ シシ
ュュ ュュ

ププ ププ
レレ レレ

ヒヒ ヒヒ
ココ ココ

ーー ーー
ルル ルル

もも もも
高高 高高

らら らら
かか かか

にに にに
デデ デデ

モモ モモ
行行 行行

進進 進進

横
断

幕
を

先
頭

に
Ｊ
Ｒ
佐

倉
の

周
辺

を
デ

モ
行

進
す

る
仲

間

12/22 映画を観る会（志津公）1：30～

（喜びも悲しみも幾年月）

１/７ 囲碁の会（志津公民館）1：00～

１/８ 志津の会（深作会館）1：00～

１/９ 散策の会 9：00～（別紙）

１/10 カラオケ（バンバン）1：00

１/27 映画を観る会（志津公）1：30～

１/29 さくらの会（中央公民）1：30～

１/31 鹿島神宮・バスハイク（別紙）

11112222月月月月～～～～１１１１月月月月活活活活動動動動予予予予定定定定 ９
月

29日
、
「
囲
碁
９
条
の
会

ち
ば
」
と
佐
倉
支
部
共
催
の
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
太
陽
と
月
と
』

は
、
現
憲
法
が
「
ア
メ
リ
カ
押
し

付
け
だ
」
と
す
る
改
憲
論
を
事
実

で
粉
砕
す
る
映
画
で
し
た
。

明
治
初
期
の
先
覚
者
が
、
緒
外

国
の
先
進
的
民
主
人
権
思
想
を
探

求
・
研
究
し
て
現
在
の
憲
法
の
礎

を
残
し
、
こ
れ
を
掘
り
起
こ
し
た

鈴
木
安
蔵
ら
の
奮
闘
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を

動
か
し
て
、
世
界
に
誇
れ
る
憲
法

が
誕
生
し
た
貴
重
な
事
実
を
知
ら

さ
れ
ま
し
た
。
（
か
わ
ら
版
記
者
）

太太 太太
陽陽 陽陽

とと とと
月月 月月

とと とと
」」 」」

をを をを
観観 観観

てて てて



12月
５
日
は
、

JR成
田
駅
北
口

か
ら
広
が
る
、
成
田
ニ
ュ
ウ
タ
ウ

ン
自
然
公
園
を
巡
る
散
策
で
し
た
。

沼
口
さ
ん
か
ら
「
こ
こ
は
昔
の

ま
ま
の
自
然
を
、
公
園
と
し
て
残

し
て
開
発
し
た
街
」
と
、
見
ど
こ

ろ
の
ポ
イ
ン
ト
聞
き
、
出
発
し
ま

し
た
。

青
空
を
バ
ッ
ク
に
、
白
い
鷺
が

飛
ん
で
い
て
、
秋
日
和
の
様
な
暖

か
い
陽
射
し
の
中
、
中
台
運
動
公

園
を
横
切
り
、
カ
サ
カ
サ
、
パ
リ

パ
リ
と
、
落
葉
や
ド
ン
グ
リ
を
踏

み
し
め
な
が
ら
、
紅
葉
が
水
辺
に

映
え
る
、
松
ノ
下
公
園
か
ら
後
谷

津
公
園
へ
と
進
み
、
赤
坂
公
園
で
、

紅
葉
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

み
ん
な
、
異
口
同
音
に
「
き
れ

い
！
」
と
感
激
。
緩
や
か
な
丘
陵

地
帯
に
広
が
る
、
里
山
の
自
然
は
、

安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

住
宅
街
で
出
会
っ
た
人
達
は
、
み

ん
な
笑
顔
で
（
凧
上
げ
の
人
も
）

成
田
は
、
心
豊
か
な
町
と
印
象
に

残
る
散
策
で
し
た
。

（
細
野
喜
美
子
）

15歳
の
少
年
と

17歳
の
少
女
、

病
気
が
ち
の
少
年
の
母
親
は
、
少

女
民
子
に
身
の
回
り
の
世
話
を
さ

せ
て
お
り
日
常
少
年
の
家
に
出
入

り
し
て
い
た
。
だ
か
ら
、
２
人
の

間
に
ご
く
自
然
に
幼
い
恋
心
が
め

ば
え
て
当
然
で
あ
っ
た
。
世
間
の

噂
を
気
に
す
る
親
戚
や
、
あ
る
種

の
嫉
妬
を
も
や
す
周
り
の
女
性
た

ち
に
よ
っ
て
、
戸
惑
い
な
が
ら
も

大
人
の
域
の
、
恋
愛
へ
と
追
い
詰

め
ら
れ
て
い
く
。

綿
の
実
摘
み
の
畑
の
中
の
２
人

は
と
く
に
民
子
は
自
分
が
年
上
で

あ
る
負
い
目
を
持
ち
な
が
ら
愛
し

て
止
ま
な
い
政
夫
に
「
野
菊
が
好

き
」
と
素
朴
に
う
っ
た
え
る
。

結
末
は
哀
れ
だ
が
、
あ
の
時
代

の
結
婚
は
、
家
、
財
産
、
世
間
へ

の
顔
な
ど
に
重
き
を
お
か
れ
、
犠

牲
に
泣
い
た
女
性
が
多
く
い
た
こ

と
だ
ろ
う
。

後
の
懇
談
会
で
「
い
っ
そ
の
こ

と
、
駆
け
落
ち
し
た
ら
い
い
の
に

ね
」
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
ん
な
選
択
が
幸
せ
だ
っ
た
の
か
、

始
め
の
追
憶
シ
ー
ン
の
政
夫
は
、

年
老
い
た
孤
独
の
老
人
だ
っ
た
。

い
つ
ま
で
も
、
若
き
日
の
民
子
を

思
っ
て
生
き
て
い
く
の
か
も
知
れ

な
い
。
一
番
つ
ら
い
け
ど
、
自
身

の
思
い
を
通
し
た
、
強
い
生
き
方

を
選
ら
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

(
沼
口

治
幸
）

11月

19日
大
雨
の
降

る
中
を
千
葉
ポ
ー
ト
ア
リ
ー
ナ
に

急
い
だ
。
会
場
は
大
太
鼓
が
響
き

わ
た
り
、
会
話
も
出
来
な
い
ほ
ど

熱
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。
生
涯

最
初
で
最
後
の
経
験
と
、
ど
き
ど

き
し
て
い
た
が
、
思
い
っ
き
り
歌

え
た
と
思
う
。会
場
で
は
沢
山
の
合

唱
団
か
ら
す
ば
ら
し

い
歌
声
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
、
そ

の
度
に
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
ト
ー

ク
も
う
れ
し
か
っ
た
。

中
で
も
沖
縄
の
歌
手
で
今
日
の

ゲ
ス
ト
古
謝
美
佐
子
さ
ん
の
「
沖

コ
シ

ャ

縄
の
中
の
基
地
は
、
基
地
の
中
に

沖
縄
が
あ
る
み
た
い
」
と
い
う
話

に
、
ふ
と
思
っ
た
の
で
す
が
沖
縄

で
日
常
的
に
起
こ
る
基
地
問
題
を

も
っ
と
話
し
た
い
人
が
ど
ん
な
に

い
る
だ
ろ
う
か
。
有
名
な
古
謝
さ

ん
の
発
言
の
奥
に
・
・
・
基
地
を

放
置
し
て
い
る
、
国
の
や
り
方
に

怒
り
を
つ
き
つ
け
な
く
て
は
と
。

や
さ
し
く
温
か
い
音
楽
会
の
中
で
、

訳
の
わ
か
ら
な
い
涙
が
こ
み
あ
げ

て
き
ま
し
た
。
降
り
止
ま
な
い
雨

の
中
を
歩
き
な
が
ら
、
何
回
も

「
来
て
よ
か
っ
た
」
「
佐
倉
も
コ
ー

ラ
ス
の
サ
ー
ク
ル
作
ろ
う
よ
」
色
々

と
い
い
こ
と
が
あ
っ
た
、
歌
声
祭

典
で
し
た
。

（
伊
藤
繁
子
）
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茨城・日立の出身です。日立製作所で組合

活動の中で奥さまと出会い、結ばれました。

青春時代を謳歌している時、人員整理で職場

を解雇。東京へ移転。通信関係の出版社に勤

務されました。当時最先端の原子力発電の開

発、宇宙開発の事業の中に組み込まれ、ヨー

ロッパにも度々視察にでかけられたそうです。

ストレスから50代で脳梗塞に罹られ、奥さま

の懸命の介護と食事療法で職場復帰。70代で

再発し、足に麻痺が残りましたが、今も懸命

のリハビリをされています。

退職後は自然同好会を立ち上げ、指導者と

して長年にわたり動植物の大切さを子供たち

に教えてこられました。稲荷台の一角では、

地元の人達とビオトープを造りホタルの里を

守ってこられました。又山万の開発に合わせ、

井野小の父母の方々と遺跡を守る運動を続け

られました。

穏やかな話し方の中にも、反骨精神がみて

取られ80歳を過ぎた今もかくしゃくとしてい

らっしゃる姿に圧倒されました。くれぐれも

お体を大切に今のお元気さをもち続けていっ

てほしいと願いつつ、おいとましました。

（かわら版 記者）

おおおお元元元元気気気気でででですすすすかかかか

志志 志志
津津 津津

のの のの
会会 会会

例例 例例
会会 会会

12月

11日
忘
年
会
で
今

年
１
年
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

参
加
者
は

37人
で
し
た
。

今
月

11日
で
、
９
ヵ
月
に
な

り
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災

と
い
う
最
大
の
出
来
事
が
あ
り

ま
し
た
。
原
発
の
災
害
も
あ
り

先
の
見
え
な
い
中
、
被
災
者
の

生
活
を
１
日
も
早
く
取
り
戻
し

不
安
を
解
消
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
を
振
り
返
っ
て
の
感
想

で
は
｢
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
佐
倉

市
政
に
引
き
つ
け
て
考
え
て
み

る
こ
と
も
必
要
」
｢
パ
ソ
コ
ン

を
覚
え
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

開
く
と
沢
山
の
情
報
が
得
ら
れ

る
」
な
ど
出
さ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
の
後
、
池
田
さ
ん
、
斉

藤
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
伊
藤

さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
と
の
コ
ラ
ボ
、

河
合
さ
ん
の
独
唱
、
初
め
て
参

加
の
梶
浦
さ
ん
(

92歳
）
の
ソ

プ
ラ
ノ
、
詩
吟
で
は
嶺
尾
さ
ん
、

佐
山
さ
ん
と
熱
唱
が
続
き
、
福

島
さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
オ
ン
に
乗
っ

て
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
で
更
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
戸
倉
さ
ん
の
コ
ン
ビ

で
カ
ラ
オ
ケ
を
進
め
各
々
の
ど

自
慢
を
披
露
。
会
場
の
お
世
話

を
お
願
い
し
て
い
る
戸
倉
さ
ん

に
感
謝
し
、
｢
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」
で
お
開
き
に
な
り
ま
し

た
。
（
か
わ
ら
版
記
者
Ｔ
．
Ｔ
）

戸戸 戸戸
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いい いい
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らら らら

もも もも

大大 大大
人人 人人
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恋恋 恋恋
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映映 映映
画画 画画
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観観 観観
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成成 成成
田田 田田

にに にに
はは はは

素素 素素
晴晴 晴晴
らら らら
しし しし
いい いい
自自 自自
然然 然然
がが がが

盛盛 盛盛
りり りり

たた たた
くく くく
ささ ささ

んん んん
のの のの

イイ イイ
ベベ ベベ

ンン ンン
トト トト

でで でで

盛盛 盛盛
りり りり

上上 上上
がが がが
るる るる

「「 「「
野野 野野

菊菊 菊菊
のの のの

如如 如如
きき きき

君君 君君
なな なな

りり りり
きき きき
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臼臼臼臼井井井井 柴柴柴柴田田田田 大大大大丈丈丈丈ささささんんんん（（（（88883333歳歳歳歳））））

次
回

「「 「「
ささ ささ

くく くく
らら らら

のの のの
会会 会会

」」 」」
は

１
月

29日
（
日
）

午
後
１
時
半

中
央
公
民
館
研
修
室
２

記
録
映
画

「
佐
倉
義
民
伝
」

「
井
野
の
辻
斬
り
」

小
春
日

和
の
広
い
公
園

で
休
憩

日日 日日
本本 本本

のの のの
うう うう

たた たた
ごご ごご

ええ ええ
祭祭 祭祭

典典 典典

さ
く
ら
の
会
で
上
映
し
た

「
城
下
町
佐
倉
」
な
ど
２
本
の

佐
倉
の
歴
史
記
録
映
画
を
観
て
、

改
め
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

佐
倉
の
街
並
み
は
歴
史
的
に

道
幅
が
狭
く
、
私
た
ち
に
は
ち
ょ

い
と
生
活
し
づ
ら
い
地
形
で
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
る

こ
と
は
大
変
な
事
業
で
す
が
、

歩
く
と
き
に
杖
や
手
す
り
が
あ
っ

た
り
、
介
添
え
の
大
人
が
い
た

り
、
子
ど
も
た
ち
が
い
れ
ば
楽

し
く
な
り
ま
す
。

生
活
環
境
全
体
を
フ
ラ
ッ
ト

化
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
真

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
は
人
間

の
上
下
が
な
く
、
知
ら
な
い
人

同
士
で
も
声
を
か
け
合
い
支
え

合
う
こ
と
が
で
き
る
、
心
の
バ

リ
ア
を
取
り
除
く
こ
と
か
ら
始

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

古
い
町
並
み
を
壊
さ
ず
共
存

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
。
仲
間
と

一
緒
に
考
え
た
い
で
す
。

(
菊
地
志
津

ささ ささ
くく くく

らら らら
のの のの

会会 会会

映映 映映
画画 画画

「「 「「
城城 城城

下下 下下
町町 町町

佐佐 佐佐
倉倉 倉倉

」」 」」
をを をを

観観 観観
てて てて

古古 古古
いい いい

町町 町町
並並 並並

みみ みみ
とと とと

共共 共共
存存 存存

すす すす
るる るる

町町 町町
にに にに

ｉｎちば



皆既月蝕
　 2011年12月10日に皆
既月蝕がありました。いつ
もなら当然望遠鏡を引っ張
り出す所でしたがあいにく
その日は忙しく、かつ月蝕
の始まる頃から雲が出ると
いうあいにくの天気でし
た。
　そこで買いたてのオリン
パスSP-800UZというカ
メラを三脚に付けてカメラ
のレンズだけで撮ってみま
した。まあまあの出来だと
思っています。

11月の散策の会
　11月の散策の会の写真です。
　このように記念の写真を載せることも出来ます。





奥利根にバス旅行もしましたね。




